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緒言

わが 国 の 育児を取 り巻く状況 は ､
大きく変動 して い る ｡ 育児不安 の増加や子 ども虐

待な ど新たな問題 もク ロ ー ズ ア ッ プされて きた ｡ そ の ような背景 の 下 ､ 公 的乳幼児健

診(以 下 ､ 健診とする) を ､ 疾患や障害の発 見だ けで なく 育児交流 の場と して ､
また安

心 の 場と して活用 する と い っ た方 向性 が示されて い る｡ しか し ､ それ を どう い う方法

で行うの か に つ い て は瞭味な ままで ある｡ 健診は高 い 受診率を保 っ て おり ､ 行政保健

師が地域 の ほ とん どの親子 と接する こ とがで きる場で も ある｡ こ の 場を単なる早期発

見 だけ で なく ､ 親 の 不安を受け止 め支援する機会 と捉え ､
そ の 具体的方策を探る こ と

は重要と考える｡

保健師は ､ 集団健診 の企 画 ･ 運 営 ･ 実施に 大きく関与 して い るo また ､ 子 ども虐待に

関 して も ､ 健診等 で行う保健師活動 の重要性が指摘 され て い る｡ しか し､ 保健師は健

診に 配置す べ きス タ ッ フ と して 明記 され て は い るが ､ 具体的に 健診で何 を行 い ､ 対象

者に どう関わる べ き か まで は 明示 され て い な い ｡ そ こ で本研 究は ､ 健診にお ける保健

師 の 関与実態と実践活動 の全体像を明確化す る こと ､ そ して 健診に お ける保健師実践

の 専門性と意義を検討 し ､ 健診 にお ける保健師実践モ デル を構築する こと を目的と し

た ｡

なお
､ 研究は実態調査と質的研究 の 2 段 階に分けて 行 っ た｡

< 研 究 Ⅰ > 健診体制と保健師の関与 にお ける実態調査

対象と方法

1 . 対象 : 関西 6 府県 の 1 9 9 9 年度の 出生数が概ね 2 0 0 人以上 の市町村(指定都市､ 保



健所政令市除く) 0

2 . 調査期間 : 2 0 0 1 年 6 月 か ら 9 月 ｡

3 . 調査方法 : 対象となっ た自治体 の保健師長宛 に郵送法にて 実施｡

4 . 調査項目 : 1 歳 6 ケ月 児健診 ( 以下 1 . 6 健診 とする) を調査対象健診と し､ 自治体

の概要 と とも に ､ 保健師の 1 . 6 健診 と事後 フ ォ ロ ー

､ 未受診者 - の 関与 とそ の 内

容 を調査 した ｡

5 . 分析方法 : 単純集計 の ほ か ､
ピア ソ ン の 積率相関係数､ 偏相関係数を算出､ t 検定

及 び AN O V A を行 い ､ p 〈. 0 5 を有意差あり と した｡

結果

1 . 調査票 は 1 0 5 市町 に配布
､
6 6 市町 ( 回収率 62 . 9 % ) か ら回答を得た ｡ 平均出生 率

は 1 0 . 0 ､ 出生数は殆 どが 下降も しくは横ば い であ っ た｡

2 . 対象とな っ た自治体は､ す べ て集団健診方式 で の 実施で あっ た｡ 問診は 95 . 5 % ､

個別保健指導は 9 2 . 4 % が実施 して おり ､ どちらに も全 て保健師が関与 して い た ｡

問診で は 8 割が相談内容を確認する にと どめ､ 詳細な相談は個別保健指導で行 っ

て い た ｡ 個別保健指導は ､ 受診者全員 を対象に して い る自治体が 8 4 . 8 % ､ 必 要な

人 のみ が 7 . 5 % で あ っ た｡ 集団指導で は 2 1 . 2 % の 自治体で保健師の 関与 が見 られ

た ｡ 健診終了時の カ ン フ ァ レ ン ス は 9 2 . 4 % で 実施され
､
全て 保健師が関与 して い た ｡

3 . 3 時間の 健診 で保健 師が 1 人 の 受診者 と向き合 える時間は平均 3 1 . 1 分､ 医師 の約

5 倍で あ っ た ｡

4 . 健診結果 の 判断 に 際 して ､ 保健 師は ､
｢ 要治療者 (既医療者) ｣ には 9 . 2 % ､

｢ 要精

密検査者｣ に は 5 0 % ､ ｢ 要経過観察者｣ 9 7% ､ ｢ 要保健指導者｣ に は 9 4 . 4 % の 自治

体 にお Vくて ､ 麿果 を判断する職種と して 関わ っ て い たo

5 . 未受診者 - の 対応は 9 5 . 5 % の自治体で行われ ､
主な対応 は保健師が行 っ て い た ｡

6 . 二 次健診対象者に対 して ､ 保健師は案内等 の 通知 ､ 問診や結果の 説明 ､ 育児相談､

関係機関と の調整を行 っ て い た ｡ また ､
二 次健診の 未受診者や拒否 の ケ

ー ス に対

して は ､ 地 区担当保健師が個別 に対応 して い た ｡

< 研 究 Ⅱ > 健診 にお け る保健師実践の 全体像に 関す る記述的研究

対象と方法

1 . 研究デザイ ン : G r o u n d ed t h e o r y a p p r o a c b による質的記述的研究｡

2 . 調 査期間 : 2 0 0 2 年 2 月 か ら 2 0 0 3 年 5 月 ｡

3 . 対象 と方法 : 指定都市 ､ 保健所政令市を除く関西 5 府県の市町村に 勤務 し､ 母 子

保健 の 経験が豊富な経験5 年以上 の 保健師2 9 名｡ デ
ー タは保健 師 - の 半構造的イ

ン タ ビ ュ
ー により収集 した が ､ 補足的に健診 の 見学､ 母親 のイ ン タ ビ ュ

ー

も行 っ

た｡

4 . 分析方法 : 修 正版 ( m o d i f i e d) G r o u n d e d t h e o r y a p p r o a c h ､ M
-

G T A ( 木下 1 9 9 9) を用

い た ｡
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結果

最終的に 抽出され たカテ ゴ リは ､ ≪援助 の 必要性を見極め る ≫ を コ ア カテ ゴリ と し

て ､
≪豊か な育児 を支援する≫ ､

≪ つ なが り の 土 台を つ く る ≫ ､ ≪介入 の 基盤 を整 え

る ≫ ､
の 4 カテ ゴリ (1 5 サブカテ ゴ リ ､

5 6 概念) で あ っ た ｡ 以 下 ､
カ テ ゴリ ≪ ≫

､

サ ブカ テ ゴリ < >
､ または [ ]- と して説 明する｡

保健師は ､ す べ て の 対象に行為を開始する前に ､ 受診者で ある母 子 を正確 にか つ 包

括的に把握 しよ うと情報収集とアセ ス メ ン トを繰り返 し､ 母子 が援助 を必要 と して い

る か を検討する ≪援助の 必要性を見極め る ≫ を行 っ て い た｡ 健診は時間的に も状況 的

にも制限が ある ｡ そ の 中で保健師は､ ス クリ
ー

ニ ン グと子育て支援と い う目的を果た

すた めに ､

`

援助 の 必 要性
'

と い う側面 か ら対象を捉え､ 実践の ため の判断 の基 に して

い たo こ の ≪援助 の 必要性 を見極 める ≫は ､ 健診 にお ける保健師 の実践す べ て に関わ

っ て い た ｡

≪ 援助 の必 要性を見極める ≫ の 過程 で ､ 何らか の援助の 必要性が明 ら か にされる と ､

母子 ､ 特に 母親 に対 する直接的な援助活 動が行われ て い た｡ それ は≪豊 か な育児を支

援する ≫ で あり ､
< 母親を エ ン パ ワ

ー

メ ン トする > ､
< 具体的方策を提示する > ､

<

医師 - 母親間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をサ ポ ー トする > で構成された ｡ ≪ 豊かな育児 を

支援する ≫ は ､ 援助 の必 要性が低 い と判断され た場合で も ､ 対象の 状況 に応 じて 広く

行われて お り ､ 健診で の
`

子 育て 支援
'

の 要素を含んで い る とい えた ｡

さ らに 保健師は ､ 健診を母 子と の 出会 い の 場 ､
つ ながり の き っ か けと捉 え､

≪ つ な

がり の 土 台を つ く る ≫を行 っ て い た｡ ≪ つ な がり の 土台を つ く る ≫は ､
≪ 援助 の必 要

性 を見極める ≫過 程 の中で ､
≪ 豊 かな育児 を支援する≫ と並行 して 行われ て い た ｡ つ

ながり には ､ < 保健 師との つ ながりを つ く る > と < 地域との つ ながり を つ く る > の 2

つ の方向 があ っ た ｡ < 保健 師と の つ なが り をつ く る > は｣ 保健 師が母親との やり取り

の 中で 意図的に ､ 積極的に行 っ て おり ､ 保健 師の 健診に 臨む基本的な姿勢で もあ っ た｡

それは [ 真剣勝負 の やり取り] と [ 安心感 を提供す る] ､ [ 母親 の役 に 立 つ] の 3 つ で

構成され た｡
一

方､ ≪ 援助 の 必要性を見極める ≫ の 結果 ､ 母親 の思 い の 根が十分に 引き 出せ なか

っ た ､ ま た引き出 された思 い の 根が深刻で あ っ た ､ 子 ども を取り巻く 問題が健診の 場

で解決不可能 ､ お よび明確に ならな か っ た ､ 母親 の 受け止 めが よく な い と予測 した ､

と い う状況セあ っ た とき ､ 保健師は
`

援助 の必 要性が高い
'

と判断 して い た ｡ こ の 場

合に ､
対象と した母子 を継続フ ォ ロ

ー

に つ なげて い くた めの 支援と して ､ ≪介入 の 基

盤を整 える ≫が行われ て い た｡ これ に は ､
< 問題 の 共有化を図る > と < 援助者と して

の意思表示 > があ っ た｡ しか し ､
≪介入 の基盤を整 える ≫は ≪援助の 必 要性 を見極 め

る ≫ の 状況 に よりうまく進まな い ことも あり ､ 保健師は健診で の働き か けを見合わ せ

る こと もあ っ た｡ そ の とき保健師は ､ 対象とな っ た母子 を < シ ス テ ム に組み込む > こ

とを行 い ､ 援助を継続させる ように して い た｡ こめように して 保健師は ､ 母 子と距離

を置き つ つ ､
シ ス テ ム の 中で母親を見守り続 け､

時機 を見て 家庭訪問な どの 個別支援

- と つ なげて い こうと して い たの で ある ｡

これら の結果 を統合 し､ そ の カテ ゴリ 間の 関係性 か ら
``

健診にお ける保健 師実践 モ

デ ル
''

を提示 した ｡
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考察

保健師は ､ 健診にお い て対象者 へ の 対応 の 主力となっ て い た ｡ ほ とん どの 自治体が

健診で 保健師の 面接を二 度設 定 してお り ､
こ の 二場面を中心に保健 師が活動 して い る

と考 えられ た｡ 順序的には≪ 援助 の 必要性 を見極める≫ が先行する が ､
≪豊 かな育児

を支援する≫ ､ ≪ つ ながり の 土台を つ く る ≫も並行 して ､ 同時的､ 複合的に行われ て

い る こと か ら, 保健師は健診を総合的に捉 え
､
二 度の 面接で得られる情報 の質的な違

い や時間的なやり取り の進み具合 を考慮 しながら ､ 援助を進 めて い る と推察され た ｡

健診にお ける保健師実践 の 中心は ､ 対象者 へ の援助活動で ある と い えた｡ ≪援助 の

必 要性を見極め る ≫は ､ 健診 で保健師が援助を行う前段 階と して ､ 対象者 に対 して 専

門職 の 視点 で客観的に 見るだ けで なく ､ 対象者 の表現か らそ の 主観を も引き出 して対

象 を理解 して い く プ ロ セ ス で あると解釈 でき る ｡ それ をす べ て の 対象者に 行い っ つ ､

幅広 く ≪ 豊 かな育児を支援する ≫ を し､ それ らを しやすくするた め の 土台と して ≪ つ

ながり の 土台を つ く る ≫を行 っ て い た｡ また ､ ≪介入 の基盤を整 える ≫は継続 した援

助 の た め の実践 で あ っ た｡

つ ま り
､ 健診 にお ける保健師実践の 本質は ､ 診断 したり発 達 を査定 したりす る こ と

で は なく ､
≪ 援助 の 必要性を見極める ≫ を しなが ら ､ 母親に どうい っ た援助が必要 な

の か
､
どうすれ ばより育児を豊か に で き る の か を､ つ ながり の 土台 を築き ながら

､

一

緒に考 えて いく こ とにある ､ と考えられ た｡

健診は地域に暮 らすほ とん どの 母子 が受診するが ､ 中には さまざま な問題 を抱えな

が ら自 ら支援を求める こ とが で き ない 人 々 も存在する と考えられ る｡ 集団健診で あれ

ばそ の場 に保健 師が関与するため ､ 援助が必 要な母 子 を早 い 時期に発見 し､ 深刻な状

況 を予 防でき る可能性が大き い ｡ 子育て 困難な状態に陥らない ように するた めの 予防

的介入 も ､ 健診にお ける保健 師実践の ひ と つ で あると考 えられ た｡

以上 ､ 本研究結果 か ら明確化され た保健師実践と健診に お ける保 健師実践モ デル は､

保健 師の 健診に おけ る専門性 が ､ 援助の 必要性 の 見極めを中心 と した子 育て 支援で あ

る こ とを示唆 して い ると考 えられ た｡ こ れ ら の結果は ､ 健診 に 携わ る保健師の 質の 向

上 と ､ 急務 の 課題 で ある子 育て支援 を取り入れ た健診 の 実施と い う点 で ､ 有用性 と臨

床的応用性 を有す る と思われ た｡

4




